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崩峠トンネルの貫通石はどんな石？

悲願の青崩峠越えの車道整備

大鹿村中央構造線博物館たより
１74号
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　最近、来館者の方が、小さなサイコロサイズの「青崩峠トンネル貫通石」を持って来られて、
これは何という種類の岩石なのか？と質問されることが２度ありました。この貫通石は、今年
５月に青崩峠トンネルが貫通したのを記念して、飯田国道事務所が先着３00名の方に配布され
たもののようでした。
　青崩峠トンネルの調査坑では、斑

はんじょう

状マイロナイト、泥質変成岩、珪
けいしつ

質変成岩などが見られた
そうです（高橋・桜井（２017）参照）。斑状マイロナイトというのは、おそらく、もとは花崗岩質
の岩石が、断層運動によって、地下深くで引き延ばされるように変形してできた岩石で、長石
の白い斑点が見られるのが特徴です。泥質変成岩、珪質変成岩は、それぞれ、もとは泥岩、チャー
トだった岩石が、マグマの熱によって、変成してできた岩石です。泥質変成岩は、きらきらし
た黒雲母の結晶が見られるのが特徴で、珪質変成岩は、半透明のなめらかな肌触りの岩石です。
これらの変成岩も、中央構造線の近傍に位置していることから、断層運動によって、引き延ば
されるように変形してしまっている可能性があります。見せていただいた貫通石のうち、1
つは斑状マイロナイト、もう1つは泥質変成岩のようで、同じ種類の博物館の岩石標本（写真
1,２）を見ていただきました。

　青崩峠は、古くから遠州と信州をつなぐ秋葉街道が通る交通の要衝でしたが、中央構造線の
谷
こくちゅうこく

中谷の谷頭にあたり、侵食作用が盛んで、車道を作ることができませんでした（図1）。
　1994年に中央構造線を横断するように草

く さ ぎ

木トンネルが開通してからは、青崩峠の南北を車で
越える迂回路として、兵

ひょうごしとうげ

越峠を越える狭い林道が使われてきました。南アルプス地域の中央構
造線は、かつて日本がアジア大陸から離れて列島となった1５00万年前頃、伊豆・小笠原の火山

写真１　斑状マイロナイト
鹿塩マイロナイトの名でも知られる

写真２　泥質変成岩
片麻岩と表記されることもある
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列島が南東方向から衝突してきたために曲がってしま
い、新たにできた赤石構造線・光

こうみょう

明断層と共に、60㎞
にわたって左横ずれを起こしました。そして、中央構
造線・赤石構造線・光明断層で囲まれる地域の地層は
引きちぎられるように分布するようになりました（図
２）。また、兵越峠の北の此

こ の た

田地区では、蛇紋岩が地
すべりを起こしています。このような地質的な背景も
あり、中央構造線より東側には、高規格で幅の広い車
道を作ることが難しかったのかもしれません。
　一方、今年貫通した青崩峠トンネルは、中央構造線
の西側に掘られたトンネルです。中央構造線の近くは、
繰り返された断層運動の影響で、岩石が破砕されてい
ますが、中央構造線から西側に２00〜３00ｍ離れたとこ
ろには、比較的固くて強度のある斑状マイロナイトが
広く分布していることから、トンネル掘削が可能と判
断されたようです。そして、4年の歳月を経て、無事
貫通に至ったようです。(宮崎)

図１　青崩峠周辺マップ
※背景画像は、「川だけ地形地図」https:／／www.gridscapes.

net／を利用

図２　1500万年前頃、伊豆・小笠原火山列島の衝突により、南アルプス地域の中央構造線は曲がり、
新しくできた赤石構造線、光明断層と共に６0㎞に渡って左横ずれしたイメージ図

※狩野（2002）の図2をもとに作成
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